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中小企業のイノベーション促進政策の効果

－「大阪トップランナー育成事業」のアンケート調査を中心として－
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本稿では、大阪市による中小企業のイノベーション促進政策の効果を、アンケート調査とインタビュー調査によるデータを用いて定量及び定性分析により考察した。分析対象は大阪市の実施する「大阪トップランナー育成事業」（以下、TR事業と略称）である。TR事業はコーディネータと専門家によるチームのワンストップ支援が中心である。
研究方法としてSTI・DUI理論をベースに、アンケートの定量データを用いて、記述統計とパス解析モデルにより、TR事業の効果を定量的に検証した。そして、インタビュー内容を項目毎に整理してTR事業の効果を分析した。
その結果、TR事業は中小企業の品質改善や顧客との協力関係の強化、ソーシャル・キャピタルの拡大、技術力、プロジェクトマネジメント力、社員モチベーション、信用力・知名度の向上などの効果があることが明らかとなった。
従来の支援は、技術開発に対する補助金支給が中心であったが、今回の研究結果から、知識の提供を主体とするコンサルティング的な支援が必要であることが示唆された。
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